
 
 

はじめに 
 

 
本報告書は、2001 年 8 月及び 11 月に実施した「総合学習のための多文化共生セミナー」 

のプログラム報告である。 
いよいよ来年度から小中学校で、また再来年度から高校で、「総合的学習」が導入され、 

「教わる」ことから「学ぶ」ことへ、新しい授業、新しい学校づくりが必須となっている。 
本講座は、多文化共生センターが現在行っている講師派遣やカリキュラム開発等のプログラム

の有効性を拡大・強化し、教室内に「多文化共生」への理解と取り組みを生み出すことを目的と

し、それを促進する役割を担う教職員を対象として実施した。これは、外国人の子どもを対象と

した多文化教育または適応教育ではなく、教室全体が「多文化教育実践の場」となることによっ

て、21 世紀の子どもが多文化共生社会の実現を担うべき人材として育成されることをねらったア

プローチである。 
今回のセミナーでは、プログラムを第 1 部と第 2 部とに分け、第 1 部 1 日目には、基礎となる

知識を学び、２日目にワークショップの手法を学んだ。さらに第 2 部 1 日目はフィールドワーク

を行い、エスニックコミュニティー等、地域にあるリソースを知り、２日目は先進的な事例報告

に学び、総纏めを行った。 
最後になったが、本講座開催のためにご協力いただいた学校ならびに各団体の方々、講師の方、

その他、お手伝い頂いたみなさまに感謝すると同時にこの報告書が、「多文化教育実践の場」の

実現を促進するヒントとなれば幸いである。 
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プログラムの概要 
 
１） プログラムの背景 
 日本で暮らす外国人は 180 万人を超え、外国人の子ども達の数も増加し、それに伴ない外国人の子ど

も達、特にニューカマーの子ども達の中には、未就学や中退、長期欠席の子ども達が少なからず存在し

始めた。学校の受入体制には不備が多く、外国籍の子ども達が教育を受ける権利を侵害されている。 
 国連は来る 21 世紀を「人権の世紀」と位置付けており、これを受けた日本政府も 95 年に「国連人権

教育のための 10 年推進本部」を設置し、各地方自治体でも、京都、大阪などで「同推進本部」の設置

が始まり 5 年が経過した。また、各地方自治体は、さらに加速するであろう「地域国際化」を国際施策

として検討し始め、外国人市民との共生社会づくりをうたっている。 
 また 2002,3 年度から、小中高校で「総合的学習」が導入される。そこでも「国際理解教育」は、と

りあげるべき学習項目とされている。そして「教わる」ことから「学ぶ」ことへ、新しい授業、新しい

学校づくりが必須となってきている。 
 多文化共生社会実現の担い手として活動している多文化共生センターでは現在、国際理解教育での講

師派遣依頼が多数寄せられ、スタッフやエスニックコミュニティーリーダーの派遣及び、国際交流協会

と協力して国際理解教育のためのカリキュラムを、教育現場に対して提示するプログラムを行っている。

「国際理解教育」における当プログラムを行うことにより、地域の持つリソースの顕在化及び、活用を

促進することが効果的である。 
 
 
２） プログラムの目的 
多文化共生センターが現在行っている講師派遣やカリキュラム開発等の「プログラムの有効性を拡

大・強化」し、教室内に「多文化共生」への理解と取り組みを生み出すことを目的とする。これは外国

人の子どもだけを対象とした多文化教育または適応教育ではなく、教室全体が「多文化教育実践の場」

となることによって、21 世紀の子どもが多文化共生社会実現を担うべき人材として育成されることを 

ねらったアプローチである。 
「多文化教育実践の場」の実現を促進するためのファシリテーターとして、教職員が問われる知識、  

及びスキルとしては、 
・在日外国人の現状に関する基礎知識 
・「知識伝達型」ではない、「参加型学習」の技法 
・異文化理解とコミュニケーション能力 
・多文化共生社会のあり方に関する具体的なビジョン 

などが考えられる。また公私立を問わず小学校から高校まで、広く教職員に参加を求め、そこで構築し

た人間関係により小中、中高各々の学校の連携及び外国人学校との連携を図り、相互理解を促すことを 

目標としている。 
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プログラムの構成 
 本プログラムは、基礎となる知識を学び、ワークショップの手法を学ぶ第 1 部と、地域のリソー

スを知るフィールドワーク、プログラム作成を行う第 2 部とに分類した。概ね 1 時間半から 2 時間

を 1 講義とし、全 10 回と 1 回の分科会とで構成される。 
 
◆第 1 部 
8 月 23 日  9:30～11:30 定住外国人の現状と多文化共生社会への課題 

川村暁雄（神戸女学院文学部講師） 
12:30～14:15 教育の国際化  多文化、多民族社会の教育を考える  

太田晴雄（帝塚山大学人文科学部教授） 
14:30～16:00  アイデンティティーと自分らしさ 

李福美（大阪 YWCA 教育総合研究所研究員） 
 

8 月 24 日  9:15～10：45  参加型学習の基礎 
田村太郎（多文化共生センター代表） 

10:45～12:15  ワークショップの進め方 
浜田進士（龍谷大学非常勤講師） 

 
13:15～16:00  課題別分科会 

１．メディアリテラシーと多文化教育 
松浦さと子（摂南大学経営情報学部助教授） 

２．多文化共生をめざす学習プログラムづくり 
藤原孝章（富山大学教育学部助教授） 

３．参加型で引き出す第二言語（母国語以外の言語）習得プログラム 
河野美抄子（神戸大学留学生センター非常勤講師） 

 
◆第 2 部 
11 月 11 日  10:00～11:30  多文化共生のまちづくり 学校と地域のパートナーシップを考える 

阿部一郎（箕面市国際交流協会次長） 
11:30～13:00  フィールドワーク１ 
13:00～15:00  昼食 フィリピンコミュニティーのリーダーと一緒に、エスニックフ

ードを作り、コミュニティーメンバーと会食します 
エヴェリンダ ガブリエル（ルズヴィミンダ代表） 

15:00～17:00  フィールドワーク２ 
 

11 月 23 日  10:30～12:30   多文化教育の現場・評価法 
高野剛彦（六甲アイランド高校教諭） 

13:30～16:00   多文化教育への行動計画 
田村太郎（多文化共生センター代表） 
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４）事業の実施体制 

事業実施に関しては、教職員を含めたプロジェクトチームを編成し、プログラム構成の詳細設定、 
参加者の募集などを担当した。 
 
５）実施協力団体について 
当プログラムは、以下の団体の協力及び後援により実施された。 

 
神戸大学発達科学部附属住吉校国際センター 
昨年度、神戸大学発達科学部附属住吉小・中学校は、児童生徒の国際理解・多文化適応教育の研

究推進を目的として、「国際教育センター」を設置。発達科学部の学部内措置として附属住吉校内

に置き、神戸大学の学部・大学院および地域の教育機関との連携のもと、帰国・外国人児童生徒の

適応推進・個性伸長教育、一般普通学級生徒との相互啓発共生推進プログラムを研究開発する場。 
 
ルズヴィミンダ 
 神戸に住むフィリピン人から成るエスニックコミュニティー。 
 1994 年設立。メンバー数約 50 名。 
 
後援：兵庫県教育委員会 
   財団法人 兵庫県国際協力協会 
   財団法人 神戸国際協力交流センター 
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第 1 部 



第１部 8 月 23 日 9：30～11：30 
 

定住外国人の現状と多文化共生社会への課題 
                   講師：川村暁雄 

 
 
グローバル化とは 
１、モノ、カネ、情報が自由に移動する 
・モノ：貿易の対ＧＮＰ比  1970 年代 17％→1990 年代平均 21％ 
・カネ：海外直接投資    1997 年代 4000 億ドル（1970 年代の 7 倍） 
・情報：テレビの普及、インターネットの普及 

「UNDP 人間開発報告書 1999：グローバリゼーションと人間開発」より 
２、人の移動の増加 
・海外旅行：移動手段が安くなり、1980 年年間 2 億 6 千万人→1996 年 5 億 9 千万人 
・海外移住  送金額は 1996 年に 580 億ドルに。 しかし完全に自由ではない。国境は存在する。 

３、文化の変容 
・市場経済の徹底、都市化の影響→伝統的共同体・類似組織の崩壊 →価値観・文化の多様化 
・外国との交渉によって政策が決まることによる国家の相対化、アイデンティティーの多様化 

→変化への不安感を引き起こす →伝統再生への呼びかけ（靖国参拝者の増加など） 
 
日本のグローバル化 
 
１．２．３．が同時に進行 
 
１． 日本の国際化 
   日本       国際社会 国際組織への参加、企業の国境を越えた活動・貿易 

⇒国際理解教育の必要性 
２． 日本社会の多文化化＝内なる国際化 

 
日本 

 
日本人    多様な文化背景を持つ外国人 

‘80 以降、ニューカマーの到来によ 
国際社会 り、日本の多文化化が顕在化 
 
 

 
日本社会の多様化 
 

 日本 
 

多様な日本人    多様な文化背景を持つ外国人 

 
国際社会 
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グローバル化と教育  
 グローバル化への中教審の回答…国際理解教育 
  国際社会との関係の増大 
  外国人との接触の増加⇒国際理解教育の必要性 
 
 国際理解教育とは？（’96 中教審） 
  認識：国際的な相互関係の深化、地球規模問題への国際的な取り組みの必要性 
     「国を超えて相互に理解」「国際社会に対して貢献」する必要性 
     日本と海外との良い関係  

・広い視野、異文化理解の態度、異なる文化を持った人々との共生の資質・能力 
・日本人・個人としての自己の確立 
・国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を表現できる基礎的な力を育成

する観点から、外国語能力の基礎や表現力等のコミュニケーション能力の育成 
国際理解教育の前提 
日本人を確立し、国際社会でうまく立ち振る舞うための教育 
日本人とは？：国際理解のためには「我が国の歴史や伝統文化などについての理解を深めるこ 

とが極めて重要」（中教審） 
 
日本社会の多文化化 
直近 5 年間での外国人住民の増加（170 万人） 

韓国・朝鮮人－5.9％  中国人＋34.6％  ブラジル人＋40.5% 
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増加の原因 ・日本の市場の開放、グローバル化による世界経済全体の減速 
・不況といえども所得格差が大きい→’90 年入管法改正 

日本社会の多文化化に応じた教育の必要性・国際理解教育だけでは不十分 
 
日本社会の多様化 
・価値観の変化 
・人種・民族だけでなく、ジェンダー、障害年齢、宗教、性的指向、家族形態なども 

含めた広い差異を認識、それがもたらす影響を理解し、変革を生み出す認識、態 
度、スキルを与える（参考・森田ゆり「多様性トレーニングガイド」） →多様性教育 

・「多文化」も個性・属性のひとつであり、ステレオタイプに陥らないが、ある程度の一般化も必要。 
 

多文化教育の特徴とは？ 
多文化教育の二つの意味 
１． 多文化な社会における教育の保障  文化的アイデンティティーと尊厳を保障、学力を保証 
 ⇒マイノリティーの教育を受ける権利の保障 権利保障という視点で考えることが必要 

 
子どもの教育を受ける権利とは？ 
子どもの権利条約 

1 条  児童に関する全ての措置にあたってはー中略―児童の最善の利益が主として考慮。  
28 条１ 締結国は、教育についての児童の権利を認めるものとし、この権利を漸進的にかつ機会の 

平等を基礎として達成する。 
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文部省の考え：外国人であっても、希望する場合には公立の小中学校に受け容れ、日本人と同一内 
容の教育を受ける権利を保障 

同じ教育は機会の平等ではない→多文化な子ども達の尊厳を守り、学習環境を保障する教育が必要  
 
２．多文化社会のための教育 

主流の生徒を含む全ての生徒が、社会を生き抜き、その役割を有能に果たすために必要な知識やス

キル、態度を育てられるよう支援すること（バンクス「入門多文化教育」）→多様性の教育 
・2000 年 18000 人の日本語教育が必要な子どもが在学（兵庫では 568 人） 
・学校での生活や学習への適応の問題等様々な教育上の課題―中略―我が国の学校が、異文化・ 

異言語に開かれた学校になっていくことが必要（中教審） 
・文部省：初等教育は「日本国民を育成するための基礎教育」であり、「在日外国人は、日本の

学校教育を受けるという選択肢と、外国人学校において民族固有の文化を尊重した教育を受

けるという選択肢がある。（人権差別撤廃委員会への文書）→公立学校とそうでない学校の違

いは、どの文化を尊重するのか、なのか？ 
→日本の文化とは？日々多様化している 
→「国民を育てる」と「教育の権利保障」は矛盾するのか？ 
→目指すべきは「日本民族の社会」か「多文化な日本社会か」？ 
「多文化な日本社会」とはどんな社会か？ 

日本民族の集団ではなく多様な個人がつながる社会であるという視点が必要である。 
それはグローバル化、多様化する中でより現実的である。 

多文化教育は全ての多文化・多様な人のための教育であり、グローバル化する日本のためにも重要 
・学習環境の保障：多様性と多文化を受け入れる感性、多様性への共感・理解、異文化への理解 
・市民教育：討議と合意の技術、民主主義・法の支配の理解、広い視点からの歴史理解 

 
質疑応答 
同和教育について：人権侵害の状況を解決する努力はしたが、社会全体が共有すべきルールを作り上 

げるまでには至らなかった。 
初等教育が恩恵ではなく、権利であることに関連する法律：国際社会の基本的人権規約の１つである 

「市民的及び政治的権利に関する国際規約」「経済的社会的及び文化的権利に関する国際規約」で一般的

には保障されている。具体的には教育基本法となるが、これは必ずしも今日の内容は含まれていない。 
グローバル化の中で伝統が失われていく：グローバル化というより近代化。近代化とは生活の糧と文

化との関係がなくなること。昔は文化の枠組みの中に人間がいた。今は文化が相対化し、生活の一部と

なり、選択肢が増えている。日本人はコミュニケーション下手であるという類は、文化ではなくスキル

であり、それを育てるのが学校。 
日本人としての誇りを持つような国民としての教育も必要：日本人としての誇りも多様。その選択

肢を教育で提供することは必要。唯一の共通性は、日本という国を作っている主権者であるというこ

と、１つの社会を作っている仲間であるということ。 
日本語教室を作ろうとしたら、日本語を習得しなければならない社会がおかしい。多言語社会にな

るべきといわれた：少なくとも「べき」論で子どもの選択肢を狭めることは、ステレオタイプである。 
 



第 1 部 8 月 23 日(木)  12：30～14：15 
 

  教育の国際化 多文化・多民族社会の教育を考える 
                        講師：太田春雄（帝塚山大学） 
 
1、 日本は多文化・多民族社会か？ 
①②③のねじれた構造が反映したもの・・・今の学校教育 
①実態レベル 
・16 万人の外国人登録者  
・２５～２６万人のオーバーステイ者(法務省調べ) 正規入国でない人数は把握できていない 
・国籍は日本でも、文化的背景は違う人(ex.帰化) 

③イデオロギーとしての「単一民族国家(社会)」 
意識の中の、単一民族のほうがよいという考え 

ex.アメリカは多民族国家だからまとまりがない。分かり合えない。 
日本は単一だからまとまりもあり、教育水準も高い 

②意識レベル 
多くの人は、日本は単一民族国家だと思っている。 
 
学校が多文化化できるか否かは、社会が多文化化できるか否かを占う試金石。 
現在の学校教育の現状 
日本語教育：母語を忘れさせ、日本語も中途半端にしている 
適応教育：学校は変わらず、子どもを適応させる教育 

＝抑圧教育（アイデンティティー変容のプレッシャー） 
日本のスタンスについていけない子どもに原因があるという考え 

国際理解教育の現状＝外国人の生徒がなじみ易いような環境づくり 
→日本人生徒を変えようとするものではない  ex.イベント、まつり 

子どもに問題があるのではなく、学校が対応できていないだけではないのか？ 
 
2、多文化、多民族社会における教育の変容：米国の事例 

①アメリカ化・脱文化教育から多文化教育へ 
1960 年代半ばまで：アメリカ化…社会を統合する為には、共通認識が必要 
イギリス文化(ＷＡＳＰ)に統一して、アメリカを統合する Ａ+Ｂ+Ｃ＝Ａ 
教育では、Sink or Swim 英語が出来ないのは、その子の問題 

1960 年代後半：公民権運動…文化多元主義、多文化主義 
自らの文化を保持し、多様性を含んだまま、共通の社会的・政治的・経済的認識を持つ 
→社会化 Ａ+Ｂ＋Ｃ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ 

ブラウン判決(1954) 
separate-but equal(分離すれども平等)という考えが黒人差別を生んでいると、最高裁が認めた 

ラウ判決(1974) 
サンフランシスコに住む 3000 人のチャイニーズアメリカンが教育委員会に対して訴えを起こ

した。→英語を母語としない子どもに同じ英語教育をすることは、機会の均等に反する 
   equality…形式的な平等、全部同じ  equity…個別的な公平、公正 
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②英語至上主義教育からバイリンガル教育へ 

 11

language resource (違う言語をもっていることは資源)←language as ploblem 
・第一言語が未確立のところには、第二言語を築くことは出来ない。 
・第 1 言語をつぶさないで第 2 言語をいれていく…バイリンガル 
・日本語を習得することと、日本語で授業を理解することを同時に行なうのは不可能 
・自らの文化・言語を無視、尊重されない上で、他の国の文化や言語を積極的に学ぶことは出

来ない→プレッシャー、ストレス …母語で授業をした上で、日本語教育をする 
・アイデンティティーの問題 

 
＜まとめ＞多文化教育≠多くの文化を学ぶこと 
≠異文化文化理解レベル ＝多文化化している生徒の合わせて、教育のシステムを変えること 
・母語で授業を受けられるシステム 
・抑圧構造に組み込まれるシステムの見直し 
・教員養成のシステム 
・カリキュラムの見直し 

３、質疑応答 
Ｑ．在日期間が長いため、どちらの言語が母語か分からない生徒がいる 
Ａ．どちらの言語が本人にとって話しやすいか、調べて配慮する必要がある 

・自分の出身国以外の国籍として、生きづらい社会 
→個人としてではなく、システムとして受け入れられるか 

×日本語が出来なくても仕方がない 
○日本語が出来ないけれど、いかに授業を理解させられるか 

    Ｑ．日本の子どもにとっては無理のないことでも、外国の子どもにとっては無理のあることの

見極めが難しい 
    Ａ．文化とは、多文化がぶつかり合いながら常に変わるもの。文化が変わりながら社会が作ら

れる。教育も、学校システムは常に変わるものという前提でなされるべき。 
現状を批判できる能力が必要。 

 



第 1 部 8 月 23 日（木） 14:30～16:00 
 
アイデンティティーと自分らしさ 

                    李福美（大阪 YWCA 教育総合研究所研究員） 
 
体験談 
 幼稚園のときに、両親の間で、父方日本名（木間村）と母方日本名（村田）とでは、どちらがより日

本人らしいかという話し合いがもたれ、母方名で小学校に行くことになった。 
それ以後、何度も通称名を変えたので、名前なんかどうでもいいという思いと、決まった名前がほし

いという思いとがあった。物心ついたときから、コリアンであるという事を隠さなければならないとい

う思いが強く、セルフエスティームの低い子どもだった。他人を信じることも出来なかった。韓国に滞

在したときに、「在日」という存在について考えさせられることがあり、疲れた時には、「日本に帰りた

い」ではなく、「自分が存在していた、あの場所、空間に帰りたい」と思っている自分に気付いた。また

今まで、自分の子どもに自分と同じ経験をさせたくないと思っていたが、自分のセルフエスティームを

高めてくれる人達との幾つかの出会いがあり、今一生懸命生きている自分を肯定的に見られるようにな

った。自分の子どももいろいろあるだろうけれど、自分が生きてきたように子どもも一生懸命生きてい

けるだろう。30 才を過ぎて、「在日」という、どちらの国も客観的に見られるおもしろい立場だと思え

るようになった。 
 
ワークショップ１「人と出会う」 
 隣にいる人に関心を持ってみる。笑顔で挨拶してみる。 
 
ワークショップ２「自分で自分を見る」 
 今、自分は １とても元気    １誰とでも話せる    １自分が好き 
       ２元気       ２あまり人見知りでない ２まあまあ自分が好き  
       ３やや元気じゃない ３やや人見知り     ３あまり好きじゃない 
       ４元気じゃない   ４とても人見知り    ４好きじゃない 
アイデンティティー＝自己定義＋他者による承認 
一般的に自己と他者との定義に矛盾が少なくなれば、安定すると言われ、他者の定義が肯定的でない

ものでだったりすると、アイデンティティーは不安定なものとなる。 
マジョリティー、ドミナント：社会の主流に属する人々。 
マイノリティー、マージナライズド：政治力、権力、社会資源にアクセスしにくい人々。 

 
ワークショップ３「問題意識のシェア」 
 このセミナーで学びたいこと、日頃の問題意識などを書き出し、隣の人とシェアする。 
セルフエスティーム：自己肯定感情、自尊感情  →これを高めるためには心の栄養が必要 

 心の栄養→大切にされる、見守ってもらう、聴いてもらう、関心をよせてもらう、 
信じてもらう、愛される、あたたかいまなざし、無条件の受容  

いったん高められたセルフエスティームは、その高めてくれた人がいなくなっても経験知として残る。 
セルフエスティームを高めてもらった自分は、人のセルフエスティームを高めてあげることも出来る。 
⇒エンパワメント 自分自身で自分の心を開いていく力を引き出してあげられる存在 
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ジョハリの窓 
自分らしく生きて行く為には、A の窓が大きく開いていなければならない。 
セルフエスティームが低いと、C の窓が大きくなってしまう。 
 

 自分は知っている 自分は知らない 
他人は知っている A 開いた窓 B見えない窓 
他人は知らない C 隠した窓 D 暗い窓 

 
外的抑圧と内的抑圧 
強い外的抑圧を受けつづけると、抑圧を内在化してしまう。その内的抑圧から自分を守るために、心

に氷をはり、心を閉ざす。張った氷はとげとなり、人や自分を傷つける。 
 

ワークショップ４ 
 エンパワメントしてもらうことが上手ですか？隣りの人と聞き合う。 
 →下手なら、下手であることを認めらめることは重要。 
 
ワークショップ５「わだしは誰」 
 5 つの項目で、自分の自己紹介 
 セルフエスティームが高まり、アイデンティティーが確立する。 
 



第 1 部 8 月 24 日 9:15～10:45 
 

学びのプロセスを重視した「参加・体験型学習」 
「問題解決型学習」の基礎 

               講師：田村太郎（多文化共生センター） 
 
 
◆従来型（講義型）のプラスとマイナス、参加型学習への期待と不安を参加者でブレーンストーミング

①講義型のプラス面 
・教師ペースだから効率がよい 

→進度(計画)、規律、話の内容、時間、評価、テスト 
→同じ情報を、一度に多数の人間に伝えることが可能(系統的) 
→使い古した教材(教師用ノート)が使える 

・生徒も、手軽に、ポイントをおさえて、重要項目を知ることができる 
 
②義型や研修型のマイナス面 
・生徒が…受身、与えられるだけ、やる気がなければ時間の無駄、観念的になる。 
・先生の意図にはめ込む形であるため、多様な生徒に対応できない。 
・生徒が見えない 置いてきぼり、でも授業は進む 
・眠い、退屈になることもある 
・頭に残りにくい 
・知識注入型、一方通行 

[なくなる、またはなくなりかねないもの・こと] 
自主性、主体性、やる気(学習意欲)、集中力、自己解決能力、興味、個性、体験、実感、 
生きて働く知恵、切実性、緊迫感、問題意識 

 
③参加型学習に期待すること 

・自己表現が苦手な子も、意外と自分の方法を持っていたりする。 
・自分と他者との違いに気付くことができる 
・他者の考えにより、自分の考えを修正できる。 
・お互いの反応をリアルタイムで感じる中で考えあい、話し合い、深め合うことができる。 
・多様な興味､関心に臨機応変に対応できる。 

[期待できるもの・こと] 
意外性、個性、新たな発見、適度な緊張感、発展性、コミュニケーション、聴く力、話す力、協力、

体験、生きる力、意欲的、自主的、参加意識、自己解決能力 
 
④参加型学習に対する不安 

・評価が難しい、テスト・進度にあわせにくい 
・受験に対応できない 
・ゲーム、遊びとの線引きが難しい 
・時間がない。授業内でできるか不安 
・基礎学力がないと、話が発展しない 
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・目標に到達できないかも。ねらいとそれる 
・まとまらない。ファシリテーターの力量 
・参加できなくなる生徒へのサポートが難しい 
・広い場所がない 
・準備に時間がかかる 
・テーマ探しが難しい、誘導型に陥る可能性がある 

従来型：２＋５＝□ 答えは一つ たくさんの人数に効率よく知識を注入する 
参加型：□＋□＝７ 答えが複数 考える力が必要 

□＋□＝□ 答えは参加者の数だけある 生きる力が必要 
情報公開や市民参加により社会が多様化→答えは学習者の中にしかない。 
到達目標の設定の仕方、評価の仕方も変えていく必要がある 

 
◆質疑応答 
遊びに終わっている参加型の具体例は？ 
学びのねらいが見えないワークショップは参加型「学習」ではない。テーマ設定はファシリテータの重

要な仕事。ファシリテータ自身のバックグラウンド「私はなぜ、これをテーマにしているのか」を明確

にすること。取り上げたテーマに対して、ファシリテータ側のじゅうぶんな動機付けが必要。 
スキル面では、振り返りと共有の時間をじゅうぶんとること。アイスブレイクの後、個人で考える時間

とグループで考える時間、まとめる時間、発表する時間があり、振り返りをするなど。 
 
答えが無限大のとき生きる力が必要というのを具体的に 
目標設定も自分でし、そこに至るプロセスも自分で決めていく中で学びを得る。 

 
海外で学んだことは？今大学で教えていることは？ 
海外で「なんでもあり」ということを学んだ。大学では、ただ、いろいろある、ということを紹介する

だけで、なんの作用も及ぼしあわないのでは多文化共生ではない、ということを教えている。 
 



第 1 部 8 月 24 日 10：45～12：15 
 

ワークショップの進め方 
       講師：浜田進士 

 
ファシリテーターとは 
有性卵がひよこになるために、親鳥がする仕事 
温める（ちょうどいい加減で）、転がす、つつく（強すぎず、弱すぎず）、待つ 
子どもと共に影響しあいながら、ありのままの自分を好きになったり、社会を変えていく力になって

いくような学びの場をつくるための出会いと対話のきっかけ作りをする役割を持つ。 
 
ワークショップ「松本一族」 
5,6 人のグループにヒントを書いた情報カード（別添）30 枚を同じ枚数づつ配る。自分のカードは人に

見せてはいけない。紙に書いてある情報を口で他のメンバーに伝え合い、制限時間内（20 分）に松本

一族の謎を解く。 
 
コンテンツの振り返り：このワークショップの目標は何だったのか？ 
目標は謎を解くことだったはずだが、途中で忘れてしまったり、途中で地図を完成することや人より

早く謎を解くことに変わってしまったグループはなかったか。 
 
プロセスの振り返り：プロセスの振り返りをワークシートに記入。 
お互いの言葉、雰囲気などコミュニケーションははどんなものだったか。 
お互いどんな影響を受けあったか。 
自分はどう表現したか。どう聞いたか。どんな役割を果たしたか。（リーダー、ファシリテータ、書記

など男性がしたか女性がしたか） 
コンテンツとプロセスの振り返りは、渦巻きのように繰り返し行うことが可能。 
学び手とファシリテータの間で、プロセスを一般のテーマとつなげていくことは可能。 
 
ファシリテータのスキル 
積極的に「聴く」。「聴」けない状況があるなら、そのことをはっきり伝える。 
→そんなことが言える組織、集団ではないなら、その組織、集団そのもののありようを問い直すべき。 

 
ファシリテータの心得 

・過去は変えられないし、他人を変えることも難しいけれど、自分と自分の未来は必ず変えられる。 
・参加の仕方も様々である。一見、積極的に参加していないように見えても、その子なりの参加のあ

りようがある。そのためにもプロセスの振り返りと聴くことは必要。 
参加型は楽しいゲームで盛り上がることではなく、プロセスを振り返り、一般化・概念化し、そこ

へ知識を注入されることで、新たな学びへの動機付けがおこり、学びのスパイラルをおこすこと。 
・違いを楽しむ。 
・自分の弱さ・限界を自覚する。 
・出会いのチャンスをつくる。 
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グループへの指示書 



第１部 8 月 24 日 13:15～16：00 
 

 課題別分科会 1 
メディアリテラシーと多文化教育 

                    講師：松浦さと子（摂南大学助教授） 
 
 

メディアリテラシーとは何か？ 
1990 年代：日本にもメディアリテラシーがおこりはじめる。 
1992 年ごろ：「どのようにメディアを読み解くか。偏見があるのか、ないのか。なぜそうなのか。」 
1997 年：「市民がメディアを社会的文脈でクリティカルに分析し、評価し、メディアにアクセスし、多

様な形態でコミュニケーションを作り出す力とその取り組み」（鈴木みどり『メディアリテ

ラシーを学ぶ人のために』） 
 

ビデオ 高校での取り組み 
NHK、民放がメディアリテラシーに取り組む。 
→いい視聴者を育てることは、いいつくり手を育てること。 

松本サリン事件で、男性が被疑者として誤った報道された事実に関して、高校生が放送局に行き、対

話を通して学ぶ。→なぜ、そのようなことがおこったのか、ニュース項目がどういう順番で並んでい

るのか、どういうねらいで順番に放送されているのか  
 
ワークショップ１ 新聞切り抜き 
導入：新聞代はなぜあがるのか？ 新聞配達をしたことがあるか？配達員の不足 

新聞代はあがっているのに、記者は減らされている。新聞代があがっても配達にかかるコストが

上がっているだけで、ページ数や内容が増えているわけではない。 
1－1 新聞に載っている顔写真を全て切り抜く（2,30 個） 

どういう状況で、どのような大きさで、どんな表情で、その写真が載っていたか。 
1－2 グループに分かれて、切り抜いた写真を白い台紙に並べる。 
1－3 並べた顔写真を見て、メディアのバイアスについて話し合う。 
目が開いている人が多い。笑っている写真が多い。喜怒哀楽がはっきりしているものが多い。広告の

写真は読者を見ている。歯が出ている。犯罪者の顔は悪そう。カラーだとインパクトがある。下から

上を見ていると批評しているみたい。上から下を見ていると落ち込んでいるみたい。悪いことをした

人の写真は暗く、人気者の写真は明るく写っている。自殺した人の写真はつらそう。同じ人の写真で

も記事の内容によって写真を選んでいる。女の人はたいてい笑顔。きれいな人はみんな同じきれいさ。 
 
メディアのバイアスは、なぜおこるのか。悪意があるのか、分かりやすいからか、誘導のためなのか。 
 
2－1 写真の中から外国人だけを取り出し、分析する。 
外国人は少ない。ほとんど欧米人。芸術の記事はヨーロッパ人、アジア人は料理の記事。 
→メディアに外国人が登場することは少なく、あっても欧米人であるという現状を変えるためにも

メディアをいかに使いこなすかを学ぶ必要がある。 
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ビデオ：イギリスのＮＧＯのメッセージＣＭ 
日本は欧米に比べ、公共のメッセージＣＭが少なすぎる。町おこしのためドラマづくりをしている 
コミュニティーがいくつかでき始めた。 

 
ワークショップ 2 番組づくり 
 
１．30 秒のラジオＣＭで、フェアトレードチョコレートをアピールための企画書を班であげる。アピー

ルのための手段は何でも良い。 
・現在の商業メディアに欠けている視点からのメッセージを織り込む。 
・制作費 4500 円。制作費を出してくれるスポンサーを見つけなければならない。 
・ラジオ会社もスポンサーもチョコレート会社もフェアトレード団体も喜び、地域が元気になる

ＣＭをつくる。メディアを楽しむ。 
２、企画書のプレゼン 
それぞれの班は千円づつ与えられ、各班でいいと思った自分の班以外の企画に好きな額を投じる。全

く投じなくても良い。 
 
《コミュニティーメディアを使いこなす》 
メディアを批判するだけでなく、今メディアを使って何をするのか。 
地域を理解し、メディアの効果を理解した上で、メディアを使いこなそう 
 



第 1 部 24 日 13:15～16:00 
     
    課題別分科会２    

多文化共生をめざす学習プログラムづくり 
                   講師：藤原孝章（富山大学） 

 
 
総合学習のカリキュラムの視点 
教科書のない学習時間 
 教師   A                D  

 
 
                     E 
 
                  F 知の再構成・総合化 
        B                 C  
  

児童・生徒 

      体験的知識            系統的知識     

これまでの教科は、学習主体

（縦軸）が教師で、系統的な

知識を教えてきた。表では、

Ｄにあたる。総合では、子ど

もは学び方を学び、主体的に

学習していく。表では、Ｄの

対極にあるＢにあたる。 
 
 
 
 
 

小学校での総合は、教師は、子どもの興味関心を知識化する手助けをし、Ｅのような曲線を描きながら

学んでいく。中学・高校では、教科ごとの担任が、最初にある程度、専門教科の枠組みをつくり、参加

型学習を通して、Ｆのような曲線を描きながら学んでいく。 
 

総合学習の学習活動例 
・交流・イベント型：修学旅行の中にフィールドワークを取り入れる。学習発表会を行なう等。 
・社会体験型：トライやるウィークなど。 
・ものづくり、見学型：動物の飼育など。（ハムスターをクラスで飼う→えさ代を集める為、展示物を

作り、保護者を招待し、寄付を集める） 
・学習方法型：ワークショップ、コンピューターの活用など。 
・個別研究型 
・進路探求型：主に高校で社会体験から将来を考えるなど。 
・課題探求・解決型  
・教科横断・クロス型 
 これらを組み合わせながら、1 年や 1 学期ごとなどのプログラムを組む。 
 
総合学習の知 
・知のワンダーランド：学ぶ楽しさを探検する。 
・生活知：生活知、体験知を学ぶ。じゅうぶんに自然と向き合う。  ①,②は主に小学校で学ぶ 
・方法知：問題解決、コミュニケーションなど。 
・総合知、横断知：いろいろな科目で断片的に取りあげられる、環境・情報・国際理解などを正面か

ら取り上げ、横断的な関連を学ぶ。 
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総合学習と教科の学習内容 
       小学校   ①知のワンダーランド     今までの教科は、細分化されていたが、 

②生活知           総合では、横断した学びを得ていく。 
   教科             総合 

（分化）      ③方法知 （横断） 
高校    ④総合知 

 
 学びの場の広がり 
                Ⅰ学校  Ⅱ家庭  Ⅲ地域  Ⅳ世界 

         学校      学びの場は、もはや教室だけでは収まらない。総合では、地域さ 

Ⅱ   Ⅰ     らに世界、ＮＰＯ・ＮＧＯのような目的・指向的な活動を行なう 

 教科 Ⅲ   Ⅳ  総合 市民活動体との連携を含む。 

地域・世界 

 
ワークショップ Webbing 
イギリスのトピック学習に用いられていた手法 
・小・中・高のグループに分かれ、対象学年と中心トピックを決め（今回大トピックは多文化共生、サ

ブトピックは各班で設定）、そこから連想するものを挙げていく…教科書の骨組みにあたるもの 
・挙がったものを、分類しタイトルをつける。 
・分類したものを年間計画として並べていく。 
トピックが小さく、具体的であれば、学期計画となり、大きく、抽象的であれば長い期間をかけ学ぶ。  
全学年を通じたプログラムにもなり得る。子どもの興味関心を掘り起こしたあと、それぞれの分類を

どのように年間計画としていくか、どのような学習方法で行うか。 
 
◆大きなトピックを学校のテーマとすることで、学校の特色を出すことが出来る。逆に、学校ごとにテ

ーマが違えば、小中、中高の連携が必要になる。中学・高校は、生徒が各々の小・中学校で、どのよ

うなテーマを学んだかによって調整が必要となる。 
◆韓国・朝鮮のいろいろな問題を取り上げる場合、実際に修学旅行や、部活動の親善試合などで訪れ、

現在の同じ世代同士での交流を深めることが可能だが、身近な問題でなじみがある反面、クラスにい

る在日の生徒たちの扱いや、政治的な問題をどう扱うかが課題。 
◆気付いた問題を、社会問題として捉えられるように扱うことが重要。 
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第 1 部 8 月 24 日 13:15～16：00 
 

課題別分科会３ 
参加型で引き出す第二言語習得プログラム 

                講師：河野美抄子 
 
 
１． 物になって自己紹介 
２．ワーク１ 来日直後のニューカマー児童に必要なこととは？ 
・環境整備（生活全般・学習） ・直後っていつまでが直後？ 
クラスメイトや先生とのコミュニケーションに必要な日本語とは？ 
今までの児童生徒とのかかわりの経験から必要な語彙をリストアップ 
挨拶、いいよ、ダメだよ、おなかが痛いなど→これらは全て生活言語  

BICS (basic interpersonal communicative skills)「基本的対人的伝達能力」 
CALP (cognitive academic language proficiency)「認知的・学習的言語運用能力」  
①子供の会話能力は 2 年で級友に追いつくが、知的・学術的言語能力はそれより 5 ～7 年後れる。 

認知過程            会話的能力          言語能力 

知識 理解 応用                     発音 語彙 文法            

分析 統合 評価              水面    意味論的意味 機能的意味                

              認知的・学術的能力        Cummins(1948) 
表面上に現れるのは言語能力の一部分でしかない。目に見えないところに認知能力がある。 

意味や創造活動にかかわる、学力に結びついた、より深くとらえにくい技能である。 
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５．次の子どもに有効なプログラムは？ 
Ａ国では優秀だった 6 年生（来日 2 ケ月）：母語が確立されていると考えられる→学習言語を教える

Ｂ落ち着いて座っていられない 3 年生（来日 6 ケ月）：体を動かしながらする授業 
Ｃ算数はできるが、国語や社会は「お客さん」の 5 年生（来日 1 年） 
知的能力は高いと考えられる→自国と関連付ける授業、学習言語のサポート、ルビうち   

Ｄテストになると点が取れない 4 年生（来日 2 年） 
セミリンガル（第 1 言語も第 2 言語も確立していない）の可能性がある→母語保持教育の必要性 
テストの型になれていない→テストの型を教える 

Ｅ作文ができない 2 年生（日本生まれ）：表記の問題（長音・発音など）の可能性がある 
 まね作文、嘘作文、もの作文からはじめる、絵を見せて書かせる、話題を身近なものにする          

 
６．ワーク３ ニューカマーと日本人児童生徒とが共に学べるプログラム作り 
◎外来語カルタをつくろう 小 2 女子 ブラジル 来日 3 年目 
  目的→ことば遊びを通して語彙力を伸ばし、交流を図る 

  ①言葉集め（全員）+意味調べ 本、テレビ、取材 ②交流しながらことばの分類 
  ③ポルトガル語の指摘   ④カルタつくり   ⑤カルタ遊び 

◎ジュース分け 小 3 座っていられない子 
 ジュースを入れる水筒を班で用意し、他班の水筒の方が大きいなどの意見から水筒の大きさを比べる。

最初、比べる基準は各班ばらばらでもいいが、全体で比べるための基準が必要であると気づかせる。 
 

７．言語発達 

①言語習得の臨界期は 2 歳から 12 歳頃までだが、9 歳からその成長が緩やかになる。つまり、9 歳頃までに第二

言語を学べば「自然に」習得できるといえる。マザリーズやティーチャーズトークといわれる、わかりやすい話し方

をすることも有効であるし、模倣・反復・暗記などを嫌がらない時期でもある。しかし、反対に母語の喪失も早い。 

②いわゆる「9 歳の壁」、すなわち 9 歳ごろから言語の習得においては概念的習得が発達し、それまでの「条件的

習得」は緩やかになる、ということも第二言語習得能力を考える上で重要なことである。 

③大脳の発達は、5 ～6 歳までは左脳より右脳の機能が活発であるという。第二言語習得では年齢によ

らず、初級段階で右脳が優位に働くという報告がある。右脳の機能（具体的、場面依存的、受容的、

全体の把握、視覚的、音楽ではメロディーを取り出すなど）を利用したプログラムを考えるとよい。 
 
８．第二言語習得 

①第一言語で培われた抽象概念は第二言語で新しく学習する同義の語彙の理解に直接転移して使うことができ

る。思考能力、読解能力、作文能力なども第一言語の能力が第二言語に転移可能であるとされている。第一

言語と第二言語がともに共通の深層言語能力の発達に相互にかかわりあうのである。 

②4 年生まではどんな教育を受けても大差ないが、母語教育を制限された子供は7 年生になると急に成績が落ち

るというアメリカ、ジョージ・メイスン大学からの報告もある。 

③学校では日本語、家庭では母語という環境では「母語離れ」という現象が起こりやすい。特に、4 ～8 歳のこども

は社会一般で使われている言語のほうが良いと判断しがちである。特に少数派言語の場合は保持が難しい。し

かし母語使用が第二言語習得を阻害するとは考えず、話し言葉が発達している第一言語で読み書きを学習し、

その上に第二言語での読み書きを学んでいくほうが効果的なこともあると、二言語使用を肯定的にみよう。 

④子供がすでに持っている第一言語の能力を使ってできることは、たいてい第二言語でできる。既知のこと、既習

のことを使って新しいことを学ぶプログラムを考えればよい。 
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９．プログラムの分析 
目標 
ａ．コミュニケーション能力を高める ｂ．認知的・学習的能力を高める 

ｃ．日本語そのものの知識を増やす  ｄ．日本語の運用能力を高める 

ｅ．日本語を聞く力を伸ばす     ｆ．日本語を話す力を伸ばす 

ｇ．日本語を書く力を伸ばす     ｈ．日本語を読む力を伸ばす 

ｉ．ひとりひとりを表現する、自分の意見を表現する（アイデンティティの確立を促す） 

確認事項 
ａ．場面や文脈の助けがあるか 

ｂ．手順は第一象限から第四象限へという流れになっているか 

ｃ．インタラクションが多く見られるか   ｄ．右脳を刺激しているか 

ｅ．認知的・学習的能力に見合っているか  ｆ．既習・既知の情報を使っているか 

ｇ．興味のあること、知りたいことか 
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第 2 部 



第 2 部 11 月 11 日 10:00～11:30 
 

多文化共生のまちづくり 
            講師：阿部一郎（箕面市国際交流協会次長） 
 
 
ワークショップ１ 以下の 3 点について、各々のキーワードと思われるものを書き出し、発表。 
・総合学習または国際理解教育との関わり 
・総合学習または国際理解教育における課題 
・リソースとは？  

課題として、教職員の意識が低い。予算がない。頼れる人、窓口がない。評価できない。学びの転換が

必要など。リソースは、文献。インターネット。個人的人脈など。 
総合学習の背景と課題 
背景 ①不登校などの学校内部の問題       

②硬直化した学校教育のあり方への批判    
③社会変化                   
④多様化                    

課題 ①学びの転換 教えることから学ぶことへ 先生の役割とは？ ファシリテーターとは？ 
②教科と総合の関係 
③カリキュラム 学年の連携、小学校と中学校との連携、中学と高校の連携 
④地域との関係づくり 

リソースとは何か 
 リソースを教材にするというより、多文化共生社会をつくるという目的に達するための切り口である。 
 地域は多様なコミュニティーで形成されている。 

・エスニックコミュニティー：子ども達にエスニックコミュニティーに対して、地域の構成員であ

るという意識を持たせることが必要。エスニックコミュニティーの存在意義とは？ 
・ボランティア：善意に基づく奉仕活動ではなく、自主的に社会変革する人 
・NPO・NGO：ボランティアの集合ではなく、社会的役割を担っている組織 

学校とリソースの共生 
 現在の学校は、トロール漁法のようにリソースから略奪しているだけ。 
 現在の日本の多文化状況や背景および課題をしっかり把握し、解決策を考えるようなカリキュラムを

つくることが必要。学校はリソースのために何ができるのか？ 
 地域へ還元すること。総合学習の成果発表会を地域へ開く。PTA、自治会を呼び、地域の抱える課題

を問題提起し、提言していくことが必要。PTA、自治会はそれを受けて、地域の問題解決へと動き、

社会変革を目指すような大きな動きになるべき。 
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第 2 部 11 月 11 日 13:00～17:00  
 

フィールドワーク 
              フィリピンコミュニティー 
                     ムスリムコミュニティー 
 
 
ルート：旧海外移住センター～カトリック神戸中央教会～ムスリムモスク 
 
旧海外移住センター 
この建物は、1928 年に建てられ、1971 年までの 43 年間、ブラジルを主とした南米へ移民する人々

の移住の事前研修・準備の場であった。昭和 3 年からは国立移民収容所（後の神戸移住センター）

が同じ役割を担った。その後一時期を除いて最近まで放置されていたが、1999 年 10 月、ブラジル

日系四団体から、「移民船乗船記念碑」の建立のための用地提供について陳情書が出されたことが発

端となって、記念碑建立の運動がはじまった。現在神戸市を中心に、この建物を「国立海外日系人

会館」とするための顕彰事業を行っている。 
 
フィリピンコミュニティーのメンバーとフィリピン料理づくり 

フィリピンの野菜春巻きをつくり会食 
 Ｑコミュニティーは何人ぐらい？    Ａ100 人ぐらい 
 Ｑコミュニティーとしての活動は？ 
 Ａ12 月のクリスマスパーティーの他に、いろいろな相談に応じるためのチャリティーバザーやチャリ

ティービンゴを行ってメンバーの支援活動をしている。 
  Ｑ相談で一番多いのは？ 

Ａノービザの問題。いわゆる「不法滞在」は、ほとんど超過滞在のこと。ビザの更新に際して、雇用 
主から一方的に回顧される場合も多い。日本の入管法は透明性にかけ、翻弄される事が多い。外国

人労働者が日本経済を支えている現状と入管法はとの不整合が生じている。 
救援ネットが支援している龍野のペルー人一家も、ペルーの政情不安のために、日本に来る機会が

ほしかったが、日系人に生まれなかったという理由だけで機会がもらえなかった。それで観光ピザ

で来日し、超過滞在になった。恩赦を受けるために自分から出頭し、今裁判をしている。 
 Ｑなぜ自分から出頭したのか？ 
Ａ嘆願すれば、恩赦を受けられる場合もあるから。どういうときに受けられるのかは法務大臣裁量の

ため、明らかにされず、不透明。子どもの将来のことも考えて日本に永住したかったから。 
 Ｑノービザだとどんなことに困るのか？ 
 Ａ子どものこと。就学させる時など。それと保険に入れない。 
 Ｑ困ったとき、頼りになるのは？ 
 Ａ多文化共生センター、ＮＧＯ外国人救援ネット、外国人インフォメーションセンタ 
 Ｑ大使館は？ 
 Ａ全然ダメ。 
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ムスリムモスクにてディスカッション  一日 5 回行われるお祈りを見学し、別室でディスカッション 
ムスリムとは、帰依者という意味。イスラームはアラビア語で平穏、アッラーとは神のこと。よく誤解 
されているのは、ムハンマドという預言者を信仰しているのではないかと言われたりするが、ノアやア 
ブラハム、モーゼ、イエス、ムハンマドなどは皆預言者であって、神ではない。ムスリムは預言者を崇 
める事はしない。先ほどのお祈りでも分かるように偶像崇拝は一切しない。共同体を大切にし、人間は 
皆平等である。人間の優劣は信仰心の強さで決まる。見た目や地位などではない。 
 
Ｑ平等だとおっしゃるが、お祈りも男女別の場所で行っていたし、女性は教育も受けられないのでは？ 
Ａ今、盛んにメディアが流しているタリバーンでは、女性は教育を受けることも就労も禁じられてい

るが、あれはとても治安が悪く、女性が外に出ることは危険が多いからだ。イスラームでは男女と

もに知識の探求は義務なのだ。お祈りは、女性からは男性が見えるが、男性からは女性が見えない

という状態でしているが、それは、このような服装をするのと同じく、女性が夫以外の男性を惑わ

せないようにそうしている。女性は美しいものなので、宝物のように隠すようにしている。パキス

タンでは、レストランでも女性が食事をしているところは見えないようになっている。妻を 4 人ま

で娶ってもいいのは、子どもが出来ないなどの正当な理由があって、第 1 婦人の同意を得た上で、

行えることである。タリバーンの女性は顔も隠しているが、それはイスラームの決まりではなく、

アフガンの一部の厳しい習慣を持つ地域のものを、他の地域でも行っている。ムスリムの女性が大

事にされているのか、自由を抑圧されているのかは、実際に女性たちに接してみれば分かることだ。

メディアから流れるムスリムの女性たちの姿は、欧米の人たちから見た姿である。 
コーランの教えでは、家族を一番大切にする。家族以外も敵対する人以外は大切にする。敵対する

人でも、改めれば報復はしない。ジハードは誤解されているようだが、報復戦争は禁じられている。 
  Ｑ女性の外出を禁じているのは、治安が悪いからだといったが、女性を大切にするムスリムであるは

ずが、なぜ暴行などが横行しているのか。矛盾しているのではないか？ 
Ａアフガンのことは、とても心配している。30 年近く内戦状態が続き、イスラームの教えを学ぶこと

も出来ていないのではないかと思う。ちゃんと学び、神を畏れていれば、あんなことは出来ないは

ずだ。孤児たちは、良い教育を受けられていないのではないか。同じイスラームでも国によって違

うところもある。基本は同じだが、各国の治安状況に応じ、許される範囲内で女性は行動している。 
私たちは何事も強制はしない。ただ、より良いムスリムになれるように手助けをしたいので、信仰

心の弱い人がいれば、信仰心を持つように勧めている。 
Ｑこちらは信者さんはどれぐらいおられるのか？ 
Ａイスラムでは、仏教の檀家さんのように登録したりすることが一切ないので、わからない。しかし 
最近日本人のムスリムが増えているのではないかと思う。このあたりでは、インドネシアとパキス 
タンの信者さんが多い。お祈りは家ですることが多い。どこでしても良い。モスクでする場合でも、

どこのモスクに行ってもよく、決まりはない。 
  私たちは制限が多いように見えるかもしれないが、きまりがあることで迷いが出ることがない。結

婚するときに離婚するときのことまで細かく契約を交わす。また私たちが豚肉を食べないのも制限

されているというより、食べたくはないし、もし豚肉以外食べるものがないような状況下に置かれ

れば、食べることは許されている。 
Ｑここではコーランの学校があるのですか？ 
Ａコーランではなく、アラビア語とモーゼのお話などをしている。コーランを読むためにコーランの

アラビア語を勉強している。翻訳したものではニュアンスが変わってしまう事もあるため。 
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Ｑ普通の公立学校などに通っている子が、放課後ここに来てアラビア語を学んでいるのか？ 
Ａはい。 
Ｑイスラム教の方々は信仰心が強くて、慈悲深いと感じるお話したっだけれど、そういう方々がなぜ

宗教のために戦争をするのか？ 
Ａ宗教のためにというより、例えばアフガンの場合は、明らかなアメリカによる侵略行為であるので、

戦っている。逃げていく敵を追いかけてまで闘うことは禁じられている。 
Ｑ先ほどの「迷いがない」というのは、価値観が均一化してしまっているのでは？ 
アッラーは唯一神で、それ以外を信じる共同体は認めないのか？ 

Ａ認めている。例えばパキスタンにもクリスチャンはいるが、そういう人たちに危害を加えてはいけ

ないと決められている。 
Ｑでは、私たちが思っているジハードの印象は間違っているのか？ 
Ａ違う宗教を認めないのではない。私には私の信じるものがあるし、あなたにはあなたの信じるもの

がある。それぞれが我が道を行く、という感じ。ジハードも侵略されているから戦っている。旅客

機で突っ込んだことは、明らかに間違っているが、ではなぜ世界はパレスチナのことを気にかけな

いのか。ニュースにもならない。メディアは西洋社会のことばかりを流している。 
Ｑあのテロは、本当にあれしか方法がなかったのかと思う。あのためにアメリカは堂々と戦争が出来 
るようになった。 

Ａあれは今でも本当にムスリムがしたのか信じられない。まだ証拠もない。アメリカはすぐに犯人を

挙げたが、一部は既に死亡していた人なども含まれていた。乗り捨てた車にコーランが残されてい

たという報道があったが、死にに行くのにコーランを置いていくなんて、信じられない。犯人のパ

スポートが見つかったという報道もあったが、まだまだ不明の人がいるのに、1 人のパスポートだ

けが見つかるなんておかしい。何年か前のルクソールでもアメリカ人だけが直前にキャンセルして

いたらしいが、そういうことは報道されない。報道は操作されているんではないか。 
Ｑイスラム教の五行というのを教えてください。 
Ａ最初にお願いですが、子ども達が給食の時食べられないものがある。それでお弁当を持ってくるこ

ともあると思うが、理解していただきたい。12 歳ぐらいになると半袖を着られない。 
信仰の告白、礼拝（一日 5 回）、日の出前から日没まで 1 ヶ月の断食（イスラム暦の第 9 月）、礼拝

と断食は神によって生かされていることに感謝するために行う。あとは喜捨、巡礼の５つ。 
神を信じること、天使を信じること、諸経典を信じること、経典は 1400 年前から一文字一句変わ

らない。キリスト教の聖書はたびたび編集されているが、イスラムの経典は一切変わっていない。

預言者たちを信じること、審判の日を信じること、人には定められた運命があると信じること。人

間は死に向かって生きている。審判の日に認められるように善行をつむ。そのことを忘れないよう

にするために礼拝をする。 
私たちの意見は、まだまだ未熟なので、個人的意見としてお聞きください。 

Ｑアメリカでテロの後、イスラム教の方がいやな目に会っていたが、日本では大丈夫か？ 
Ａ私たちは全く大丈夫だった。日本人は人が大切にしているものを、それがどういうものが良くわか

らなくても、大切にするところがあっていいと思う。 



 30

イスラームとは何か 



11 月 23 日 10:30～ 
 
   多文化教育の現場・評価法 
          講師：高野剛彦（六甲アイランド高校） 
 
 
「グローバルシティー神戸 多文化共生をめざして」の実践報告       実践内容：別紙参照 
 ポイント ・課題づくりに十分な時間をとった 
      ・ＫＪ法、力の分析ワークシートなど参加型学習を多用 
      ・ポートフォリオによる学びの過程の自己評価 
      ・ケーススタディを行うことにより、今までの学習が実際にどう役立つのか検証した 
 
１在日外国人問題のＷＥＢマップ作成 

ポイント 高校生以下の子ども達では、どんどんＷＥＢを膨らませることは難しいので、そのための 
基礎知識のレクチャーや外国人の方からお話を伺うなど事前準備がかなり必要。 

     あがった問題の繋がりや関係性を考えさせながら、ＷＥＢを完成させる。 
 
２力の分析 
各々課題を挙げ、ワークシートに書き込み、その反対側に課題が解決した状態、理想を書く。さらに、

解決をするのに障害になっている阻害要因を右側に書く。反対側に解決を促す促進要因を書く。 
ポイント 目的をはっきりさせるー目的がわからないために調べ活動が錯綜する。 

ただ闇雲に調べさせるのではなく、問題、目的、障害となるものは何か、その障害を取り 
除くのに必要なものは何かと、順を追って調べさせる。他の班を参考にさせる 

    他の班も同じ順を追って、調べているので、分かりやすい。他の班と見比べる時間を設け、 
他の班に書き足し合いをさせる。 

 
３解決策の３つのレベル 

解決策（促進要因）のレベルを 3 つに分け、個人で出来ること、地域・自治体で出来ること、国・ 
政府で出来ることを書き込む。 

ポイント 自分が出来ることもしっかり考えさせ、自分の問題であることを自覚させる。 
 
４プレゼンテーション 
 ポスターセッション：屋台村方式は有効か？ 
           →観客を集めることが目標になってしまっているケースが多々見受けられる。 
 マゴリスウィ－ル法を用いる（方法：別紙参照） 
 メリット：全員が１度は発表するため、調べ活動で手を抜けない。 
      客寄せが目標になることがないので、それぞれが客観的な評価をし合うことが出来る。 

 
５ケーススタディー 

事例をあげ、問題点・解決策をワークシートに記入。 
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質疑応答 
 Ｑこの授業をして、生徒は何か具体的な活動をはじめたか？ 
 Ａこの授業は、短期の投げ込み授業だったので、その後の成果を追いかけられていないが、現在この

生徒たちは 3 年になり、神戸学を履修しており、その様子からこの授業がヒントになっている生徒

たちがいるように思う。例えば、六甲アイランドに住む外国人にインタビューをして、神戸の良い

所、悪い所を纏めている班などがあった。 
 Ｑ凝縮授業はできたか？ 
 Ａ今回は短期で出来なかった。もう少し長い単元でしたほうがいいと思う。 
 Ｑこういう授業では、他の人のいろいろな意見を聞いて、気付いたりすることがとても重要になって

くると思うが、ケーススタディーの解決策を考える時に、良くない解決策などは深めないのか？ 
 Ａ今回のケーススタディーは、調べ学習の纏め、実践版としてのワークなので、そこまでは深めなか

ったが、ケーススタディーそのものを授業にしていく場合は、もっと深めたり、逆に、そこから新

たな課題を見つけて、発展させていくことも可能。 
 Ｑ小学校の発表会を、いくつも見られて、気付いたことは？ 
 Ａ例えば、先ほどのケーススタディーでも、いくつかのプロセスを踏んだ上で行わなければ、ただの

差別や誤解の再生産になってしまう時がある。小学校でも「ミニ国連」をしているところがあった

が、そこはそうだった。ある程度共通の枠組みを作ってから、あるテーマについて話し合わないと、

議論がかみ合わなくなる。逆にいいところは、小学校では、学年を解体して行っているところもあ

る。中・高校になると難しい。 
 Ｑ発表を嫌がる子がいたら？ 
 Ａマゴリスウィ-ルのメリットは、40 人を 8 班に分け、同時進行すること。1 班 4,5 人で、他の班でも

しているので、心理的負担はかなり軽減される。ただ、課題もあり、全員が 1 回は発表するので、

上手な人が発表した時、その班の評価は上がり、もう一つの人が発表した時、その班の評価は下が

る。2 回回せれば、より客観的な評価になるが、とても時間がかかる。 
 Ｑクラスを解体して、テーマごとに班を作らせるが、班の人数がばらばらになる。発表の時は、班毎 

で移動など工夫が必要では？ 
 Ａ2 人班、3 人班などの時は、合同班を作るなど、工夫が必要。 
  
テロ事件を学校でどう扱うかーメディア・リテラシーとしてー 
 参加者はテロ事件をどう取り上げたか？ 

・アメリカに励ましの手紙を書いた。  ・広島への修学旅行と絡めて取り上げた。 
・世界史で、翌日から日々明らかになっていく情報を逐次取り上げ、たくさんの情報をどういう立

場にたって、捉えていくのか話し合った。 
 
☆アメリカ同時多発テロ授業実践 
 ・アフガン難民の歴史と現状について(復習、資料補足) 
 ・ロールプレイ「アメリカ同時多発テロ事件 解決へのシナリオ」 
 ・報道されている「事実」と「真実」  □アフガン報復戦争から 
 ・報道されている「事実」と「真実」  □湾岸戦争・ボスニア紛争から 
 ・報道されている「事実」と「真実」  □メディア技術から 
 ・報道されている「事実」と「真実」  □ETV2001 から 
 ・報道されている「事実」と「真実」  □松本サリン事件から 
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 ・正しいメディアとの接し方○ヶ条  □調べる 
 ・正しいメディアとの接し方○ヶ条  □まとめる 
 ・正しいメディアとの接し方○ヶ条  □プレゼンテーション 
ロールプレイ「解決へのシナリオ」について 
 
１．目的 
 これまでの情報から、今回の事件・紛争の今後の方向性について考える。国ごと、そして政府と市民

という立場ごとの見解の違いをロールプレイで体験し、自分の意見についてももう一度見直す。 
 
２．すすめ方 
 次の各役割ごとに、どのような解決策を最善と考えているかを考える。また司会を１名選出する。 
  ・アフガニスタンのタリバン政権 
  ・アフガニスタンの国内避難民 
  ・アメリカ政府 
  ・日本政府 
 グループ内でワークシートを回覧し、各自の役割ごとに対する意見を参考に役作りをする。 
 各役割になりきって、それぞれにとって都合の良い解決策へと導く。ただし相手の主張に一理あると

思ったときには、それを受け入れてもかまわない。 
 司会は次のように話し合いを開始。話し合いを整理・リードし、各自の主張・要点をメモする。 
 「○○和平会談へようこそ。今日は今起こっている紛争を収め、皆が納得できる解決策を見つけるた

めにお集まりいただきました。グループで 1 つの合意が得られるよう、建設的に話し合ってください。」 
 
ふりかえり 
 ・どの役を演じたか、またその役になりきることはできたか。やってみての感想。 
 ・他の役の主張で、自分が納得できるものはあったか。またそれはどの役で、どんな主張だったか。 
 ・自分自身の意見の再確認と整理 
 
感想 
 米国同時多発テロには興味があったが、アメリカ側の発表がメディアでは多く、情報操作されている

かもしれないのであまり信用できなかった。今日来ていたある新聞社の方が「そのことは反省している」

と言われたのには驚かされた。ただ今の情勢ではアフガンの情報が入りにくいのも当然で、とても難し

い問題だと思う。今回は、今まで知りたくてもわからなかったことを詳しく知ることができたし、質問

にも答えていただけた。自分の考えをまとめる上でも役立つと思う。何が本当か分かりにくい情報と違

い、現地を経験された方のお話は信頼できてとても良かった。またこのような機会があるとうれしい。 
 報復戦争のことばかり情報が入ってきて、難民のことまで考えられなかったが、今回のお話で深く考

えさせられた。アメリカの情報を当然と考えていたが、国の情報も考えると、問題は続くと思った。 
 難民＝戦争の避難民というイメージがあったが、実際はずいぶん違うことが分かった。自分の見方に

偏りがあることに気づかされた。 
 難民の中でも逃げられない難民がいることを知った。古米をアフガニスタンに送ったらどうか。 
 難民キャンプについてまったく知らなかった。今回写真を見て、自分が今どれだけ幸せなのかがわか

った。首都も建物が全部崩壊しているのが本当に驚きだった。神戸ではどんな支援をしているのか。無

意識にタリバンを悪者としてみてしまっていた。 



第 2 部 11 月 23 日 13:30～16:00 
    

     多文化教育の行動計画 
            講師：田村太郎（多文化共生センター） 
 
 
 ◆オープンカウンセリング 

8 月 11 月のセミナーを通して、疑問に感じたことや、8 月のセミナーのあと参加型学習を実践して困

ったこと、或いはまだ踏み込めない原因などを 1 枚の紙の真中に 1 つ書き、隣の人に、時計回りにま

わす。隣の人は考えられる解決策をまわりに書き込み、順番にまわす。 
 
・通名で通している児童生徒がいると、その問題に触れない方が良いのか戸惑う。 
・国際理解教育が、在日の教育からどう発展させていけば良いのか戸惑う。 
・ゲストティーチャーは外国人のみというわけではない、と教師側も NGO 側もわかっているのに、

行政からでる講師料が外国人講師だけに限っている場合があり、現場と行政の考えがずれている。

ゲストティーチャー＝その国の代表ではない。もし、あなたが外国に行って、日本紹介をするとし

たら、どうしたいかを聞きたい。 
・日本人と結婚したフィリピン人女性が、もっと日本社会に上手く溶け込むにはどうしたらいいか。

日本語教室へ行けば、友達が出きるのでは。必ずしも同国人だからといって、うまくいくわけでは

ない。同国人でなくとも良い場合もある。 
・授業の後の報告が欲しい。事後報告用のマークシート式のプリントを用意して渡せば良いと思う。 
忘れてしまわないうちに書いてもらった方が良い。 

・発表に参加できないタイプの生徒には、参加型は重荷では？ 
  習うより慣れろ。書くことが得意な子には、書かせて評価すればいい。 

表面に見えないことを察する必要がある。 
・総合学習に系統性はあるのか。 
・郷にいれば、郷に従え、はどこまで？ 
 いわゆる多国籍の社会ではかなり自由。最大公約数は、多文化共生ではない。～したい、という方

がどこまで聞き入れられるかが鍵。違う価値観をどこまで認め合えるのか、議論し会うプロセスこ

そが授業になる。そのプロセスをどう授業に取り入れ、評価するかが重要。 
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◆多文化共生を生み出す総合学習の第１歩  こうして踏み出そう！「１０カ条」 
 
●準備編 
 第１条：いきなりグローバルよりまずローカル。頑張って地球を語るより、まずは身近なところか 

ら取り組んでみましょう。 
 
 第２条：まずは教師が「変わらなきゃ」。生徒に発想を変えてもらうには、まず教師から。教材もい 

ままであるものを使ってやり方を変えるとか、応用して。 
 
 第３条：「３Ｆ」はそろそろやめてカリキュラムづくりを。食べ物（Food）民族衣装（Fation）お 

祭り（Festival）の３Ｆだけでは学習になりません。打ち上げ花火ではなく、系統立った 
カリキュラムをつくりましょう。 

 
 第４条：学校以外の資源を活用しよう。地域の催しや生徒の家庭、ボランティア団体などと連携し 

た授業づくりで、学校も変わらなきゃ。 
 
●導入編 
 第５条：内容も大事。でも方法も大事。どんなテーマにするのかも大事ですが、さまざまな参加型 

の手法を学習の段階に応じて適切に選択することも大事です。 
 
 第６条：ゲストはパンダじゃない！外国人など外部ゲストを呼ぶときはきちんとした打ち合わせが

大切。みんなその国を代表しているわけではありません。これまでの授業の内容や生徒へ

の話し方などゲスト用のオリエンテーションもあったほうがいいですね。 
 

 第７条：予想外も予想しよう。新しいことをするときは予期せぬ事態が起こるのがあたりまえ。自

分の理解だけを過信せず、予想外のことが起こることを前提に授業に取り組んでみましょ

う。 
●評価編 
 第８条：みんなで評価。生徒への評価も自己評価や相互評価など、多面的に。授業自身の評価も生

徒による評価のほか、外部の NPO などにも参加してもらうと、さらに深まります。 
 

第９条：時間をおいて再評価。授業後の評価は刹那的な側面もあります。また参加型では気づきが

時間をおいて現れることもあります。カリキュラム全体を通して、各回の授業を再度評価

することも大切です。 
 
●番外編 
第１０条：忙しい先生にも参加しやすい研修、取り組みやすい教材を。参加型にも多文化にも興味

のある先生でも、つい日常の忙しさに埋没しがち。今回の研修の反省でもあります。研

修や教材に一工夫がほしいですね。 
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                 お わ り に 
 
今年度のセミナーを振り返り、教室全体を「多文化教育実践の場」とするため、今回の成果と 

課題を述べ、まとめとしたい。今回見えた成果および課題としては、以下の４点が挙げられる。 
 

＜学校との協働＞ 
神戸大学附属住吉校国際センターとの協働である。これは、学校の研修をＮＰＯが請け負う可能

性を開き、学校が開かれる、学校が地域と共生するための学校変革の第 1 歩となった。この体制は、

学校変革に内側からＮＰＯが関わっていくモデルケースを確立することが必要である。 
 

＜ファシリテートスキル＞ 
次に参加者へのアンケート等により得たフィードバックとして、ファシリテートの方法論の充実

が特に求められていることが明らかとなった。これは今年度、定住外国人の現状や課題の把握、教

育の国際化におけるアメリカの事例など基礎的な知識のレクチャーに時間を割いたため、時間に制

限があり、参加者自身が受け持つクラスの子どもの発達やさまざまな状況に合わせて、工夫したア

クティビティーを組み立てられるレベルには至らなかったためである。来年度は新たな参加者開拓

と当時に、継続参加者のファシリテートスキル向上およびアクティビティ作成、プログラミングを

可能にするレベルにまで引き上げる必要がある。 
 

＜多文化教育の系統立て＞ 
小中学校を管轄する市立、高校を管轄する県立、そして私立とのそれぞれの枠を超え、小中及び

中高の連携を強化し、系統立てすることであり、これは多文化教育を実践するプログラム開発の有

効性の拡大において欠かせない。小中高の教職員が一堂に会する本事業を利用し、12 年間の多文化

教育プログラム開発の礎を築くことをめざす。 
 

＜地域との共生をはかるサービスランニング確立へのサポート＞ 
地域のリソースを活用した授業づくりを促し、子ども自身が問題意識を持ち、学校から地域社会

へ提言していく活動をファシリテートする教職員へのサポートシステムのあり方をさぐる。 
 
来年度も本事業を継続する予定であり、上記課題は、一歩一歩確立、改善していくことをめざす。

また継続することにより、参加者による受講後の取り組みの追跡調査を容易にする。このことはセ

ミナープログラムの開発の参考となるだけでなく、上記の教職員へのサポートシステムのあり方を

さぐることも可能にするのである。 
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資料×４枚 
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